
被災地に集結した緊急
消防援助隊の京都府隊
（東日本大震災）

市消防本部（☎62-0119）ホームページもご覧ください。
http://www.city.kyotango.lg.jp/kcfd/

緊
急
消
防
援
助
隊

全
国
か
ら
集
結
し
共
に
支
え
合
う

消防の広場 11 ついていますか？
住宅用火災警報器
半年に一度は作動確認9火事・救急・救助

　
大
規
模
な
災
害
に
対
し
、早
期
に
対
応
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
る「
緊
急
消

防
援
助
隊
」。人
命
救
助
に
お
い
て
重
要
と
さ
れ
る「
発
災
か
ら
72
時
間
」と
い

う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、最
大
限
の
力
を
発
揮
す
る
消
防
の
精
鋭
部
隊
で

す
。今
回
は
、今
年
４
月
に
発
生
し
た「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」で
も
活
躍
し
た

緊
急
消
防
援
助
隊
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
き
っ
か
け

　
平
成
７
年
の
「
阪
神・淡
路
大
震
災
」

で
は
、
建
物
の
倒
壊
や
火
災
が
同
時
多

発
的
に
発
生
し
、
神
戸
市
な
ど
被
災
地

の
消
防
機
関
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
な

状
況
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
全

国
各
地
か
ら
消
防
機
関
が
応
援
に
駆
け

付
け
、
救
助
や
消
火
活
動
に
当
た
り
ま

し
た
。

　
こ
の
震
災
を
機
に
、
国
内
の
消
防
機

関
に
よ
る
応
援
が
速
や
か
に
実
施
で
き

る
よ
う
、緊
急
消
防
援
助
隊
（
緊
援
隊
）

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

数
多
く
の
災
害
現
場
で
活
動

　
「
緊
援
隊
」
は
、
消
火
や
救
助
、
救
急

搬
送
を
行
う
隊
の
他
に
、
指
揮
隊
や
航

空
隊
、
後
方
支
援
隊
な
ど
で
構
成
さ
れ
、 

４
月
１
日
現
在
で
全
国
７
２
６
消
防

本
部
の
５
３
０
１
隊
が
登
録
さ
れ
て
お

り
、
平
成
30
年
度
末
に
は
６
０
０
０
隊

規
模
へ
の
増
隊
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
自

然
災
害
や
列
車
事
故
な
ど
、
数
多
く
の

災
害
現
場
に
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
今
後

発
生
が
危
惧
さ
れ
る
「
南
海
ト
ラ
フ
地

震
」
な
ど
を
想
定
し
た
活
動
計
画
も
策

定
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
く
訓
練
も
全
国

で
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
熊
本
地
震
」
に
隊
員
９
人
を
派
遣

　

市
消
防
本
部
で
は
、
消
火
隊
２
隊
、

救
急
隊
１
隊
の
計
３
隊
を
「
緊
援
隊
」

に
登
録
し
て
お
り
、
国
か
ら
の
要
請
に

基
づ
き
災
害
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、今
年
度
救
助
工
作
車
を
更
新
し
、

新
た
に
救
助
隊
の
登
録
も
行
い
ま
す
。

　
本
年
4
月
に
発
生
し
た
「
平
成
28
年

熊
本
地
震
」
で
は
、
地
震
発
生
直
後
に

救
急
隊
を
派
遣
し
、
９
人
の
隊
員
が
、

７
日
間
に
わ
た
り
救
援
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　
過
去
に
は
、「
平
成
16
年
7
月
福
井
豪

雨
」
や
「
東
日
本
大
震
災
」
に
も
派
遣

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
総
勢
47
人
の

隊
員
が
、被
災
地
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

消
防
も
共
に
支
え
合
う

　

普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
で
市
民
の

安
心
・
安
全
を
守
る
消
防
本
部
。
し
か

し
、
ひ
と
た
び
大
規
模
な
災
害
が
発
生

す
れ
ば
、
使
命
と
任
務
を
同
じ
く
す
る

仲
間
が
全
国
か
ら
集
結
し
、「
緊
援
隊
」

と
し
て
被
災
地
で
の
活
動
に
当
た
り
ま

す
。

　
「
緊
援
隊
」
は
、
国
民
、
市
民
の
「
安

心
・
安
全
」
を
守
る
べ
く
、
全
国
の
消

防
が
支
え
合
い
な
が
ら
、
危
険
な
現
場

で
任
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
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住宅用火災警報器が

大切な「命」「財産
」

を守る！

　消防法等により、全ての
住宅に住宅用火災警報器（住
警器）の設置が義務付けら
れてから10 年（既存の住宅
は５年）が経ちましたが、皆
さんのお家には住警器が付
いていますか！？
　住警器の設置が義務付け
られた理由は、住宅火災に
よる死者が増加しており、死
に至った原因として「逃げ遅
れ」の割合が非常に高くなっ
ているからです。また、死者
の半数以上が65 歳以上の
高齢者であり、今後、高齢
化が進むにつれて、さらに
増加することが懸念されま
す。火災を早期に発見し、「逃
げ遅れによる死者をなくす」
「被害の拡大を防ぐ」ことが、
住警器を設置する最大の目
的です。
　市消防本部では、街頭で
の呼び掛けやチラシ配布な
どに取り組み、市内の住宅
への住警器の設置率１００
㌫を目指しています。台所・
寝室等に正しく設置し、あな
たの大切な「命」「財産」を
守りましょう！

Column

市消防本部峰山消防署
久美浜分署　分署長

小森　英志

２
度
の
緊
援
隊
派
遣
を
経
験
し
て

　

消
防
士
と
な
り
29
年
に
な
り
ま
す

が
、
緊
援
隊
と
し
て
出
動
す
る
大
地
震

が
２
回
も
発
生
す
る
と
は
思
っ
て
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
時
は
、
京
丹
後
市

で
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
「
気
温
マ

イ
ナ
ス
７
℃
」
の
中
で
の
活
動
と
な
り

ま
し
た
。
津
波
に
流
さ
れ
た
建
物
や
車

な
ど
、
悲
惨
な
光
景
が
今
で
も
目
に
焼

き
付
い
て
い
ま
す
。電
気
や
水
な
ど「
当

た
り
前
に
あ
る
も
の
が
無
い
」
と
い
う

非
日
常
的
な
状
況
に
、
被
災
し
た
方
々

の
ご
苦
労
と
災
害
に
対
す
る
「
日
頃
の

備
え
」
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

　

熊
本
地
震
へ
も
出
動
し
ま
し
た
が
、
今

も
な
お
収
ま
ら
な
い
余
震
に
怯
え
、
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
の
心

情
を
考
え
る
と
心
が
痛
み
ま
す
。
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と

と
も
に
、
一
日
も
早
く
安
心
・
安
全
な
生

活
を
取
り
戻
さ
れ
る
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
京
丹
後
市
も
、
丹
後
大

震
災
か
ら
約
90
年
が
経
ち
、
い
つ
大
き
な

地
震
に
襲
わ
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
今
後
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海

ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
大

き
な
津
波
が
発
生
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
一
度
、
災
害
に
対
す
る
「
日
頃

の
備
え
」
に
つ
い
て
、
家
族
や
職
場
な
ど

で
考
え
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

市消防本部
次長兼予防課長
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